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経年劣化事故防止に向けた
事故情報の整理と活用について
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設 置：平成21年4月1日

目 的：消費生活用製品安全法の「長期使用製品安全点検制度」スタートに伴い、特定保
守製品その他消費生活用製品について、経年劣化に起因し、又は起因すると疑
われる事故に関する技術上の調査を実施する体制の強化を図る。

業 務：

１．経年劣化に起因する事故の動向分析と早期の注意喚起

２．経年劣化事故の主要因となった部品・材料の技術調査と技術情報の提供

ＮＩＴＥ経年劣化対策室の業務概要

経年劣化とは

◆消費生活用製品安全法第2条
経年劣化は、長期間の使用に伴い生ずる劣化をいう。

◆長期使用製品安全点検制度及び長期使用製品安全表示制度の解説 ～ガイドライン～
経年劣化は、設計・製造上の瑕疵がないにもかかわらず、製品の長期使用に伴い製品
内部の部品・材料が本来果たすべき機能を発揮できなくなるものと位置づけられる。

◆NITE事故原因区分表
製造後長期間経過したり、長期の使用により性能が劣化したと考えられるもの。

平成２４年度製品安全センター製品安全業務報告会
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◆経年劣化事故を防止するためには・・・

経年劣化事故に関する情報整理

◆劣化部品・材料の情報を整理する

劣化部品・材料に注目して、
劣化によって起こる現象、その影響を知る

・「故障モード」「故障メカニズム」「故障」「フォールト」
・「製品への影響」
に着目して情報を整理

【JIS Z8115：2000 （最新確認日：2010/10/1） デイペンダビリティ（信頼性）用語を参照】
【参考図書：鈴木和幸（編著）、信頼性七つ道具 R7、第1刷、株式会社日科技連出版社】

平成２４年度製品安全センター製品安全業務報告会

◆経年劣化事故データベースの作成
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故障メカニズム、故障、フォールト、故障モードの概念

↑
部
品
の
性
能

経過時間 →

故障発生：
この時、部品に発生して
いる物理化学的なミクロ
現象は何か。

部品の規格下限
（部品の要求機能達
成不可能なレベル）

【【【【故障故障故障故障メカニズムメカニズムメカニズムメカニズム】】】】

故障発生に至った、物理的、化学
的その他の過程（部品に発生したミ
クロ現象の時間の経過）

【【【【故障故障故障故障】】】】

要求機能達成能力を失うこと
（動作状態からダウン状態に切り替わった
瞬間の事象）

【【【【フォールトフォールトフォールトフォールト】】】】 【【【【故障故障故障故障モードモードモードモード】】】】

故障メカニズム、故障、フォールト、故障モードの概念図
（JIS Z8115：2000 の解説を参照）

故障に続く要求機能の遂行不可能な当該部品の
状態（当該部品の終末までの過程をミクロ的・マクロ
的に記述する。部品の終末の状態を明記する。）

部品の故障状態の形式による分類（例えば、断線、短絡、
折損、摩耗、漏えいなど外部から観測できる部品に発生した
マクロ現象を類型化したもの）

【【【【部品部品部品部品のののの故障又故障又故障又故障又はフォールトはフォールトはフォールトはフォールト後後後後のののの製品製品製品製品へのへのへのへの影響影響影響影響】】】】

当該部品の故障又はフォールト後、製品の機能喪失（故障）、又は
事故（発煙、発火、人身傷害など）に至った物理的、化学的その他
の過程とその結果

人身人身人身人身・・・・家屋等家屋等家屋等家屋等のののの障害障害障害障害・・・・損害損害損害損害
例：死亡、全焼

製品焼損

平成２４年度製品安全センター製品安全業務報告会
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部品レベルの故障とフォールト

部品レベルでは“故障”ですべての現象を説明していた
が、今回の改正で図1-2のように故障とフォールトに区別
することになった。

部品では、その試験などにおいてアップ状態、すなわち
動作状態からダウン状態に切り替わった瞬間が“故障”で
あり、その後に続くダウン状態が“フォールト”である。こ
れは、部品を構成する要素や内部構造に潜在的な故障
原因があり、それが進行して部品の動作中に顕在化する
と、部品は機能を喪失して“故障”し、そのまま“フォール

【参考】 JIS Z8115：2000 デイペンダビリティ（信頼性）用語解説

と、部品は機能を喪失して“故障”し、そのまま“フォール
ト”になってしまう。
部品にとっての“F4：故障原因”は構成要素や内部構造
のフォールトを説明する。部品の”F3：故障メカニズム“は

故障原因が部品の故障に進行する過程を説明するもの
である。また、部品の”F2：故障モード“は部品のフォール
トの特徴を説明している。

なお、部品レベルではフォールト概念に対しても従来か
ら“故障”を用いてきており、それが業界用語にもなってい
るので、この規格はそれを否定しない。（F1：故障の備考
６．を参照のこと）。

平成２４年度製品安全センター製品安全業務報告会
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事故内容：製品から発煙、発火した。

事故原因：電解コンデンサーから電解液が漏れ、基板内のダイ
オード付近にトラッキング現象が発生し、発煙・発火
した。

使用期間：15年

使用環境：湿気、異常な温度上昇など

【事例】アルミ電解コンデンサの劣化による火災事故

使用環境：湿気、異常な温度上昇など

製品状況：電源回路の電解コンデンサから電解液の漏れが確認
できる。
基板内のダイオード付近にトラッキングによる発火が
確認できる。
基板発火により操作基板、操作パネルに延焼が確認
できる。

平成２４年度製品安全センター製品安全業務報告会
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【事例】アルミ電解コンデンサの劣化による火災事故

部品に発生した外部から観測
できるマクロ現象を類型化した
用語を記述

部品に発生した物理的、
科学的なミクロ現象を時
間の経過に沿って記述

動作状態からダウン状態に切
り替わった瞬間の事象を記述

↑
部
品
の
性
能

経過時間 →

故障故障故障故障

フォールトフォールトフォールトフォールト
例：電解液漏れ

故障故障故障故障メカニズムメカニズムメカニズムメカニズム
例：封止ゴムの熱スト
レスによる膨潤

故障故障故障故障
例：緩み（封止不全）

故障故障故障故障モードモードモードモード（注）
例：漏えい

部品の終末までの過程（ミクロ
的・マクロ的）、部品の終末の
状態を記述

部品の故障又はフォールト後、製品の
機能喪失（故障）、又は事故（発煙、
発火など）に至った物理的、化学的そ
の他の過程とその結果を記述

平成２４年度製品安全センター製品安全業務報告会

部品部品部品部品のののの故障又故障又故障又故障又はフォールトはフォールトはフォールトはフォールト後後後後のののの製品製品製品製品へのへのへのへの影響影響影響影響
例：電解液の基板汚損→ トラッキング発生→

地絡電流による基板発火→ 外郭ケースへ延焼→ 製品焼損

人身人身人身人身・・・・家屋等家屋等家屋等家屋等のののの障害障害障害障害・・・・損害損害損害損害
例：死亡、全焼

製品焼損
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事故事例に関する劣化部品（部材）情報整理例

平成２４年度製品安全センター製品安全業務報告会
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◆表現の自由？
調査担当者、報告書作成者によって表現は様々
同じ現象でも使われる用語は多数

◆限られた情報

情報整理の問題点と対策

用語の統一 ⇒ 用語・類似語集の作成

◆限られた情報
事故（被害）の状況により入手できる情報は様々
部品に関する情報が得られない場合も・・

調査項目の明確化 ⇒ 様式の作成

平成２４年度製品安全センター製品安全業務報告会

9



用語・類語集
扇風機扇風機扇風機扇風機のののの用語集用語集用語集用語集 （（（（イメージイメージイメージイメージ））））

取付箇所
(*10)

事故発生の
原因となった
劣化部品
（部材）名

使用目的
(*9)

種類
(*5)

劣化部位
(*8)

類義語

部品 部位

本体 電源コード 電気供給 プラグ近傍
電源コードプ
ロテクター部

壁掛金具と本体間
のスタンド

本体保持
スタンド

本体保持用 ABS樹脂
本体樹脂の
ネジ止めボス部

台座上部隔壁面 トランス
風量切替用
電圧変換

巻線 変圧器 コイル
電圧変換

操作部とモータ間 電気コード 首振用 芯線 首振りコード

モータユニット部 モータ 羽根回転用 単相誘導 軸受 モーター
電動機
原動機

軸受け
ベアリング

モータ 巻線 コイル

コンデンサ モータ運転用 MP 誘電体 コンデンサ-

キャパシタ
蓄電器

（モータ始動用） MF

平成２４年度製品安全センター製品安全業務報告会
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経年劣化部品調査票（様式）

経年劣化部品調査票の構成

Ⅰ製品事故情報
Ⅱ劣化部品（部材）情報
Ⅲ関連情報
・類似事故の有無
・事故防止のための保護方策

平成２４年度製品安全センター製品安全業務報告会
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【参考】 経年劣化部品調査票
～Ⅱ劣化部品（部材）情報・記入要領～

当該部品を構成する部品(部材)のうち、経年劣化した部位の
部品(部材)の名称及び材料名

当該部品の特徴づけられる性質・形態・材料

当該部品の使用環境・条件、構造、構成部材の材質、定格などを記述

部品の故障又はフォールト後、製品の機能喪失（故障）、又は事故（発煙、発火な
ど）に至った物理的、化学的その他の過程とその結果を記述

動作状態からダウン状態に切り替わった瞬間の事象を記述

部品の終末までの過程（ミクロ的・マクロ的）、部品の終末の状態を記述

部品に発生した物理的、科学的なミクロ現象を時間の経過に沿って記述

部品に発生した外部から観測できるマクロ現象を類型化した用語を記述

部品に加わった外部ストレス、又は設計に組み込めない因子、ばらつきを記述

当該部品の機能・役割

当該部品の取付箇所

部品(部材)の名称及び材料名

平成２３年度製品安全センター製品安全業務報告会
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経年劣化事故データベース

信頼性工学の視点
部品の故障分析
製品への影響分析

リスク分析の視点
（危害の分析）

安全工学の視点※

・本質安全設計
・保護装置
・保護具
・使用上及び据え付け
上の情報（説明書、
警告表示等）
・訓練

平成２４年度製品安全センター製品安全業務報告会

【※：JIS Z8051：2004 （ISO/IEC Guide 51:1999） 安全側面－規格への導入指針を参照】
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経年劣化事故データベース（抜粋）

（イメージ）

平成２４年度製品安全センター製品安全業務報告会
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◆経年劣化事故データベースを活用して・・・

経年劣化事故に関する情報の活用

経年劣化事故の起因となった部品の情報とその故障の
メカニズムから製品への影響までの情報が整理された
ことによって、製品、部品ごとに事故のメカニズムを
横断的に分析することが可能。

平成２４年度製品安全センター製品安全業務報告会

経過年情報から製品
群としての事故発生
率の算出あるいはバ
スタブカーブ作成、
ワイブル分析により
標準設計使用期間の
妥当性を確認

類似事故の危
害情報から拡
大危害発生の
可能性を推測
して未然防止

ＥＴＡにより
事故シナリオ
を分析、リス
ク評価して再
発・未然防止

部品、故障モード、
影響の情報から他社
製品における経年劣
化事故の教訓をＦＭ
ＥＡやＦＴＡにより
自社製品に反映して
未然防止
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経年劣化事故パターン

経年劣化事故経年劣化事故経年劣化事故経年劣化事故のののの類型類型類型類型パターンパターンパターンパターン一覧表一覧表一覧表一覧表 （（（（イメージイメージイメージイメージ））））

製品分類

パターンNo. 事故発生の
原因となった
劣化部品
（部材）名

故障モード
(*12)

故障メカニズム
(*13)

故 障
(*14)

フォールト
(*15)

分類 区分

石油給湯機 a 1
電磁弁 短絡 絶縁性能低下 絶縁破壊

層間短絡→
異常発熱

2 電磁弁 短絡 不明 不明 不明

b 1 電磁弁 漏えい 硬化 封止不良 灯油漏れ

2 電磁弁 漏えい 収縮 封止不良 灯油漏れ

3 電磁弁 漏えい 不明 不明 不明

c 1
熱交換器 穴開き 腐食 穴開き 排気ガス漏れ

2 熱交換器 穴開き 不明 不明 不明

d 1 ノズル 噴霧不良 異物付着 噴霧偏り 点火不良

2 ノズル 噴霧不良 煤付着 噴霧不良 異常燃焼

3 ノズル 噴霧不良 不明 不明 不明

平成２４年度製品安全センター製品安全業務報告会
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経年劣化事故データの活用
（イメージ）

平成２４年度製品安全センター製品安全業務報告会
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